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１．はじめに 

静的圧入締固め工法（以下，CPG 工法）は，流動性の低いモルタルを地盤中に静的に圧入して，固結体を

連続的に造成することによる締固め効果で，周辺地盤を圧縮強化する液状化対策工法である．CPG 工法は，

注入量を変えることで改良径を変えられる特徴を有している．そこで，改良率は変えずに改良径を変えて改

良本数，固結体配置や圧入順序の異なる場合の周辺地盤への影響を把握するために，模型地盤を用いた圧入

実験を行い，地盤変状の計測と改良効果の確認行った 1)． 

本稿では，改良効果の確認結果について報告する． 

２．実験概要 

 実験概要は，文献 1）を参照されたい．本実験では，図-1に示す位置で圧入にともなう土圧の変化を確認

するための土圧計測および圧入による締め固め効果を確認するためのコーン貫入試験を行った．コーン貫入

試験は，静的コーン貫入試験と簡易動的貫入試験の 2 種類行った．静的コーン貫入試験は，地盤の乱れを小

さくするため図-2 に示す小口径のコーン貫入試験ユニットを製作し，CPG 圧入装置の圧入管の代わりにセ

ットして，貫入速度 10mm/sec で静的に貫入し貫入抵抗を測定した．また，簡易動的貫入試験は，通常 5kg

の重りを使用するが地盤を乱れを小さくするため，本実験では 1kg の重りを使用し，ロッド径 16mm，断面

積 490mm2 のコーンを用いて 50cm の高さから自由落下させた時の貫入深さと打撃回数を測定した． 

コーン貫入試験は，圧入前(事前)に 1 箇所，圧入後に 1 箇所実施した．静的コーン貫入試験のみ，試験実

施位置の周辺 1 列を圧入した時の改良効果と周辺 2 列を圧入した時の改良効果の比較を行った． 

土圧計は，GL-50mm，GL-125ｍｍ，GL-200mm，GL-275mm，GL-350mm の 5 深度で

計測した．本報告では，GL-50mm および GL-200mm の結果について述べる． 
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図-1 固結体配置と計測位置 図-2 使用したコーン 

(a)上下 7本     (b)上 23 本，下 7本     (c)上下 23 本 

：土圧計

：コーン貫入試験(事前)

：コーン貫入試験(事後：外側２列)

：コーン貫入試験(事後：外側１列)

：動的コーン貫入試験
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３．結果 

 図-3に，静的コーン貫入試験の結果として GL-50mm

および GL-200mm における施工本数と壁面土圧増分の

関係を示す．本結果は，土圧計から離れるように圧入し

た結果を示した(圧入順序は，文献 1)参照)．改良上端部

付近の GL-50mm では，上 23 本下 7 本が上下 7 本，23

本よりも大きい土圧を示した．一方，GL-200mm では，

上下 7 本が最も大きな土圧を示し，続いて上下 23 本が

大きな土圧であった．23 本打設後は，上 23 本下 7 本と

上下 23 本の相違は小さかった． 

 図-4に，貫入抵抗の深度分布を示す（左側：外側 1 列，

右側：外側 2 列）．上下 7 本の場合は，貫入箇所の周囲(外

側)に 2 列の施工は出来ないため１列のみの結果である．

貫入抵抗は，上下 7 本が最も大きく，上下 23 本，上 23

本下 7 本の順に小さくなっている．上 23 本下 7 本につ

いて圧入順序による相違はみられなかった．この結果は，

土圧増分と同じ傾向であった． 

 図-5に，簡易動的貫入試験の結果として打撃回数と貫

入深さの関係を示す．打撃回数は，貫入深さとともに多

くなっており，静的コーン試験結果と同様に，上下 7 本

が最も大きく，上下 23 本，上 23 本下 7 本の順に小さく

なっており，上 23 本下 7 本について圧入順序による相

違はみられなかった． 

図-6に，改良率と相対密度増分の関係を示す．静

的・動的コーン貫入試験結果によって改良効果が見ら

れていることから，地表面が隆起したために相対密度

の増加が見られなかったと考えて，地表面の隆起分を

除去して改良範囲のみで相対密度増分を求めたのが，

図中の隆起分除去後の値である．上下 7 本，上下 23

本ともに相対密度増分は 12％程度で，上 23 本下 7 本

は 6％程度であった． 

４．まとめ 

・改良効果は，上下 7 本＞上下 23 本＞上 23 本下 7 本 

の順であった． 

・いずれの圧入方法でも，相対密度の増加を確認した． 

・圧入順序が異なる(上部先行，下部先行)ことによる 

改良効果の相違はみられなかった． 
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図-3 施工本数と壁面土圧増分の関係 

図-4 貫入抵抗の深度分布 

図-5 打撃回数と貫入深さの関係

図-6 改良率と相対密度増分の関係
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